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植巡り（しょくめぐり） 
 
 
自然からはなれることで 
  
３６５日、土の上を歩いていないことに気づかさ
れた瞬間があった。一歩家を出て、舗装されたア
スファルトの上を靴で歩き、家に帰る間に土面を
一切踏んでいない。ぞくぞくっと怖さを覚えた。
こんなにも自然と離れ、自然を意識していなかっ
た自身に。幼い頃、土を踏みしめたあの感触、葉
の上を歩いた音、そして湿気をおびた土の香り。
懐かしくも切ない思い。 
 
 
写真①「本所」東京都墨田区、2009年8月 
 
 
 この気付きの瞬間をきっかけに、意図して周り
を見渡してみると、植物がない、緑、自然色がな
い。人工的な色彩と、コンクリートに囲まれた世
界に生きているという現実。このことは、今から
２０年位前に感じたこと。１９９９年から数年間、
東京２３区にある墨田区に住んだことで、強く意
識下されたのだ。住まいは墨田区本所の隅田川に
近くで、戦災や震災で焼け野原になったエリア、
台東区雷門までも歩いて１０分位の町工場があ
る下町だ。自転車で東京駅周辺の千代田区や中央
区にもすぐ行ける都市部でもある。そして、墨田
区は、樹木地や屋上緑地などの面積が少なく、緑
被率は東京２３区でワースト２位が常連である。 
 自身の幼少期からこれまでは、東京都でもまだ
自然が多く残る郊外、秋川（現在のあきる野市）
や福生などの多摩地域に長く生活していた。人が
自然に触れられる距離感で生きてきた経験が、墨
田区の都心で一度自然と分断されたことにより、
自然との記憶が蘇ってきたのだ。そして、この小
さな驚きから、地球を俯瞰して見た時、決して見
過ごしてはいけないという使命感をも得たのだ。 
  
写真②「多摩川」東京都福生市、2008年8月 
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「植巡り」とは 
 
 「植巡り（しょくめぐり）」は、植物巡りの略で
美術家である私が考えた造語である。特出すべき
植生スポットをリサーチし、地域にある植生その
ものを読み解き、アートに見立て選定する。そし
て、この特別な場所としての植物に出会うべく巡
り歩く。身近な植物を介して、元来地域にある文
化や風土、景観などの地域資源の価値と気づきを
誘発させる。これらは、地球環境の様々な諸問題
も、身近な自然への理解と気付きから、どのよう
に自然と関係して地域、地球上で生きて行くこと
が可能なのかを検証と実践を行うものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真③「植巡り札」2007年 
 
 
 このような植物を巡る企画から、一つのきっか
けを頼りに街を改めて歩くことは、旅行や冒険に
行くような感覚にもなり、日常を見直し人の初歩
的な感性や学びを受け取ることが出来るため、近
年街歩きの需要は増えている。例えば「寺巡り」
や「湯巡り」など、情緒ある日本的なものや場所
を巡ることは、ものや場だけでなくその界隈の環
境も重視され、老若男女と海外の方にも現代では
人気がある。また、植物ともつながる食べ物の「食
巡り」と言うものもある。こちらは日本全国各地
で、特質的な飲食店などを大々的に雑誌やテレビ
などで紹介する形式で、近年「食巡り」はよく認
知されている。企業と雑誌などがタイアップした
り、行政が委託して観光に食を合わせる傾向があ
る。 
写真④「リサーチ・土面のない風景」東京都墨田
区本所、2008年5月 
 
 
人にとって食べることの感心は、生きることに直
接的で興味をいだくツールであると言える。また、
食から育みを得る「食育」は、２００５年に食育
基本法として成立してから、教育機関でも、日本
や世界と各地域の食文化含めた学びを深め養う
試みが行われている。この「食育」は、明治の医
師・薬剤師の石塚左玄（1851年—1909年）が、栄
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養学がまだ学問として確立していない時代に「体
育智育才育は即ち食育なり」とした食育の祖と言
われている。その他、「保育」はもちろんであるが
「木育」、「植育」、「共育」、など独自の学びのあり
方を提唱して、より多くの人と共有する地域活動
や、教育の現場などでも広がりを見せている。 
 さて、「食育」、「保育」等にも深く関係し、現代
社会の自然環境の危機からの植物の理解と学び
の提唱も含めた「植巡り」は、環境学、芸術学、
地域学を合わせたサスティナブルな生き方を創
造し、推進する役割を担う一つとして必然と現代
に生まれた。 
        
「植巡り」の手法       
 
ある一定のエリア（町、区画＝歩きや自転車で
行ける範囲）を決めて、フィールドワークしなが
らその中の植物をすべてリサーチ、確認する。自
然に自生している草花と、人が育てている路地の
園芸や街路樹なども含めた中から、他にはない魅
力、これは凄いという価値ある所をアートに見立
て、人と共有したい場所を探す。リサーチ時には、
植物を育てている方などに取材をして、植物にま
つわる話しを記録し、聞いた話しや調べた植物に
関する資料などを元に文章化する。そして、選ん
だポイントをマップに落とし込み、「植巡り」チラ
シ兼マップシートを作成する。各ポイントには、
植物の植を取って「植」の字が書かれた「植巡り」
木札が掲げてあり、取材した植物に関わる言われ
や種の説明を文章で読めるようにしている。「植
巡り」期間は、マップシート片手に、時に解きや
スタンプラリー形式で、だれもが自由に街の中に
潜む特質する植物を、散策しながら巡ることが出
来る仕組みである。その他、地元小学校などで植
物とアートを介したワークショップを行い、作品
を街中で展示したり、「植巡り」ポイントの方や地
域の植物園の園長さん、地元の協力者や行政の方
などを招いて座談会なども行っている。 
写真⑤「フィールドワークした道」東京都墨田区
向島・京島界隈、2008年6月 
 
35 
 
「植巡り」の実施は、２００７年の夏に富山県氷
見市ではじめたのをきっかけに、東京（墨田区で
６回、杉並区 1 回）、秋田（２回）、福島（２回）
などの各地で形式を進化、変容しつつ行ってきた。
近年は、自然環境の荒廃による都市化が進む中、
エコツーリズムやハイキングなど自然に触れら
れるイベントも多くなり、また日本でも富士山、
白神山地の自然世界遺産が増えて来ていること
で、特質的自然の感心が高まって来ている。この
ような、近年のエコや環境に関するものとひと味
違う視点を持ち企画したのが、「植巡り」であり、
身近で限られた植生の中にこそ、植物の根源的な
価値と芸術とも言える魅力、そして各地域性と現
代の時代性をリアルに映し出す「植巡り」は、様々
な可能性を有している。 
 
写真⑥「植物のフィールドワーク」富山県氷見市、
2007年6月 
 
 
植物を介した人とのつながり 
 
 「植巡り」は地域の街中の植物を介して行うプ
ロジェクトなので、多くの人の協力や理解がない
と成立しない。フィールドワークからリサーチを
丁寧に行い、交渉を重ねて協力を得て行く。植物
を探索する毎日の中、山の自然の深部以外は、植
物は人と何らかの関わりを持って生きているこ
とが理解出来る。植物を育てている人は誰か、何
故ここに自生しているのかをリサーチして行く
と、市内地の植物は良い意味でも悪い意味でもほ
とんど人が介在してしまっているのである。 
写真⑦「街中で協力者と」東京都墨田区向島、2010
月10月 
 
 
街中では、時に町会長さんや商店街会長さんにご
挨拶に行くことはもちろん、場所によっては市な
どの行政に働きかけて場所の占用許可を取るこ
ともある。子どもが自然に触れる機会をつくるた
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め、小学校や児童館と連携した企画も行い、地元
に特化したプロジェクトであることを様々な年
代にも意識を促し、地域参加型で進めて行く。そ
して、地元のプロジェクトとして地域の方に愛さ
れ、最終的に自主的に運営して行くことを理想と
して展開している。 
写真⑧「街中で植物リサーチ」東京都墨田区向島、
2010年10月 
 
 
植物をメインとしたプロジェクトであるが、人と
関わることが多いため、より人と自然との関係を
深く捉え、学ぶことが出来るのも、この「植巡り」
プロジェクトの意義あるところだ。 
 
 
写真⑨「植巡りポイント」福島県いわき市、2014
年3月 
 
 
 今回は、「植巡り」の唯一無二の概要や仕組みに
ついて述べてきたが、次編は「植巡りの実践」と
して、約１０年前の氷見市からはじまり様々なエ
リアで実際に「植巡り」を行って来た軌跡をたど
り紹介する。地域によりその植生の変容は、如実
に現れるため、丁寧に読み解いていくと、植物か
らその地域のあり方や、環境的な問題も見えてく
る。新たな植物と芸術と地域を通じたプロジェク
トを提案しつつ、「植巡り」はさらに続いていく。 
村山修二郎（むらやましゅうじろう） 
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